
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
ル
ー
ル
も
分
か
り
や
す
く
道
具

も
少
な
い
た
め
、
子
供
か
ら
ご
年
配
の
方
で
も
始
め

や
す
い
。
ま
た
、
初
め
て
の
方
は
指
導
員
の
方
が
丁

寧
に
教
え
て
く
れ
る
た
め
、
安
心
だ
と
い
う
。
気
軽

に
プ
レ
ー
し
て
頂
き
、
こ
こ
で
楽
し
ん
だ
後
は
、
近

く
の
古
湯
・
熊
の
川
温
泉
で
汗
を
流
し
て
ゆ
っ
く
り

し
て
欲
し
い
。
二
人
は
嬉
し
そ
う
に
口
を
そ
ろ
え
た
。

神水川（しおいがわ）パークゴルフ場
佐賀市富士町大串５６番地１地先

TEL 0952-51-7005（駐車場 93台）

営業時間 (4月～10月)8時半～18時（11月～3月）9時～17時

【定休日 第3水曜日】

▲神水川に生息する
カジカガエルがロゴ

▲夏場の除草作業は週一行っている。

一
年
で
一
番
骨
が
折
れ
る
仕
事
が
、
夏
場

の
除
草
作
業
。
嘉
瀬
川
ダ
ム
に
貯
め
ら
れ
た

水
は
、
佐
賀
平
野
末
端
の
農
業
用
水
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
た
め
除
草
剤
は
使
わ
な
い
と

い
う
。

ス
タ
ッ
フ
と
地
域
の
方
の
協
力
も
あ
っ
て
、

作
業
を
す
る
の
は
大
変
だ
が
、
除
草
後
の
綺

麗
な
コ
ー
ス
を
見
る
と
達
成
感
が
あ
る
と
二

人
は
ニ
ッ
コ
リ
と
ほ
ほ
笑
む
。

▲5年間通う常連の光野さんご夫婦。
雨の日もプレーするそうだ。
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も
と
も
と
は
嘉
瀬
川
ダ
ム
工
事
の

残
土
置
き
場
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
整
備
し
た
。

当
時
植
え
た
木
も
大
き
く
成
長
し
、

ダ
ム
の
湖
面
や
山
々
の
風
景
が
良
い

と
お
客
さ
ん
か
ら
も
好
評
で
、
年
間

様
々
な
大
会
が
行
わ
れ
る
。

大
会
で
は
、
ダ
ム
水
没
地
に
あ
っ

た
製
麺
所
の
乾
麺
や
米
や
野
菜
な
ど

の
地
元
特
産
品
が
賞
品
と
な
り
、
多

く
の
参
加
者
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
、
嘉
瀬
川
ダ
ム
上
下
流

域
交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
は
ダ
ム

が
つ
な
い
だ
交
流
会
と
し
て
、
毎
年

開
催
さ
れ
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

▲上下流の交流会は今年で、８回

目を迎える。

▲売店では、軽食や地元
の特産品も購入できる

嘉
瀬
川
ダ
ム
の
湖
面
が
眼
前
に
広
が
る
神
水

川
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
。
こ
こ
は
当
初
、
サ
ッ

カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
練
習
場
を
建
設
予
定
だ
っ
た

そ
う
だ
。
し
か
し
、
幅
広
い
世
代
の
方
に
富
士

町
を
訪
れ
て
欲
し
い
と
い
う
、
住
民
の
思
い
か

ら
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
へ
の
変
更
を
要
望
し
た
。

す
で
に
計
画
は
進
ん
で
い
た
が
、
市
や
協
会
と

協
議
を
重
ね
、
地
元
住
民
の
思
い
が
受
け
入
れ

ら
れ
る
形
で
オ
ー
プ
ン
に
至
っ
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
親
と
子
・
祖
父
母
と
孫
な

ど
、
み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
。

休
日
に
は
小
さ
い
子
供
の
姿
も
多
く
見
ら
れ
、

多
く
の
家
族
連
れ
が
喜
ん
で
い
る
姿
を
見
る
の

が
一
番
嬉
し
い
と
話
す
。

▲コンパクトなコース設計ながら、初心者から上級者、

子どもから高齢者まで多くのプレーヤーが幅広く楽

しむことができる。最高齢は90代とのこと。

▲ティーグラウンドの清掃

は毎日手作業で行う。

http://www.pgshioigawa.jp/

02spring

嘉瀬川ダム利活用推進協議会

責任者 山口澄雄

あなたに知ってほしい富士町と嘉瀬川ダムの魅力を発信！

新
緑
さ
わ
や
か
な

季
節
に
な
り
ま
し
た
。

気
持
ち
よ
く
カ
ラ
ッ

と
晴
れ
の
日
に

富
士
町
ド
ラ
イ
ブ
。

遊
ん
だ
あ
と
は
、

ぬ
る
湯
で
ゆ
っ
た
り

し
ま
せ
ん
か
？

TAKE
FREE

嘉瀬川ダムと富士しゃくなげ湖の風景



し
て
欲
し
い
。
二
人
は
嬉
し
そ
う
に
口
を
そ
ろ
え
た
。

【定休日 第3水曜日】

▲色とりどりの手づくりケーキが

ショーケースに並ぶ。

お宿 夢千鳥

〒840-0512
佐賀市富士町上熊川288
TEL 0952-51-0155 

営業時間：10時～21時
(要予約)

定休日：第3火曜日
駐車場：15台

魅力たっぷり！富士町に来てみらんね♪

ダムカツをお読みいただきありがとうございます！

初めまして、ぬる湯と富士の美味しい食事処を日々歩きまわ

ってる、編集員のタマこと牟田です。

（何でタマかはヒミツです！）

富士町に関わる仕事をはじめて3年が経ち、これまで富士町

内でパークゴルフ大会やダム感謝祭など様々なイベントに携

わり、地元の方にも可愛がってもらって、公私ともに富士町

ライフを楽しく過ごしています。

そんなところにダムカツ編集のお話が舞い込んできました。

新聞づくりは初めてなので、最初は戸惑いもありましたが、

私の大好きな富士町の魅力を１つでも、1人でも多くの方に届

けられるよう、ダムカツ編集部の楽しい仲間たちと発信してい

きますので、次回号も楽しみにお待ちください！

ダムカツ編集部 牟田まゆみ

【趣味】ドライブ【富士町の好きな所】古湯温泉街の石畳道路散歩

雨の日もプレーするそうだ。

COLUMN

▲貸切風呂は３種類あり、庭の景観と開放感を

感じられる「半露天風呂」がとても好評で、

リピート率高し！

水と大地と、緑の風と。

天山スキー場に近い市川集落に住む水田強さん。

富士町の水、大地、風をうまく使った農業を５０年続けている。

特に力を注いで育てているのはトマト。旬の夏はもちろん、ジュースや

ジャムに加工することで一年中こだわりのトマトを年中楽しめる。

つくる人間が元気じゃないといけない。このトマトを届けてみんなに

元気になってほしいと水田さんは話す。

佐賀市街から約25分で日常から非日常へ…。頭の切り替えやリラックスをしたいとき、

反対に全集中したいときに終日過ごせる、とっておきの空間を紹介します。

▲喫茶スペースはテレワークにも最適な場所。

夢千鳥は宿泊はもちろんのこと、「ランチ」や「エステ」、「喫茶」など

日帰りの方もゆったりとおくつろぎ頂けるサービスを充実させています。

また、テレワークができるプランもご準備しています。

▲亜萬桃（アマンドウ）の元オーナー

パティシエがつくるケーキは絶品。

◀オープンから変わらない『ざる豆腐』は、佐賀県産のふくゆたかを使った白い豆腐、

北海道産の黒大豆を使った黒豆腐の２種類があり、大豆の味と甘さを味わえる。

▲そのままたべると卵ご飯のように

濃厚。ダシの効いた甘いくず餡は、

お粥の風味を引き立てる。▲一番人気の「べっぴん御膳」

▲温泉湯豆腐を食べた後のスープに、

干し米を入れ、ひと煮立ちすると、

黄色く色づきトロっとしたお粥に。

▲予約に応じて仕込む豆腐は、気温や湿度を計算して作り上げる。

旬の食材とこだわりのアイデア豆腐料理がいろいろ。

体が喜ぶヘルシーで美味しい料理が女性に大人気！

← 
詳しい
情報は
コチラ

◀小さい頃から

畑が遊び場だっ

た大翔くん。

おじいちゃんと

一緒に農作業が

大好きとのこと。

◀収穫したブルー

ベリーのジャム。

現在ジュースを

試作中。

コムボックスや

そよかぜ館で

購入できる。

富士町の今が旬！

集え！野球少年たち！
また、富士町少年野球クラブは、ワイワイ楽しめる仲間も募集中

です！道具がなくても気軽に体験出来ます♪問合せはコチラ↓

【練 習】（水・金） 17時～19時 町民グラウンド（古湯）

（土・日・祝） 9時～13時 富士小学校グラウンド

【問合せ】会長 百武 0952-58-2623（富士オート）

生まれ育った横浜から佐賀に来て早３年。

「も～っと早く佐賀に来りゃよかったぁ」と思っている、大平竜也とい

います。富士町でほうれん草農家をしており、すっかり佐賀の虜になり

ました。第２号よりダムカツ編集部に加入し、楽しく活動していきます

ので、よろしくお願いします！

さて今回は、私がコーチをさせて頂いている「富士町少年野球クラブ」

を紹介します！

チームは現在、富士小・北山小の小２～小６の生徒、１１名で活動中

（女子２名）。少数精鋭の守りから流れを作るチーム！昨年は、県大

佐賀地区予選でベスト８の好成績を残し、今年も期待が高まります！

◀水田さんのお野菜

ブランド「つよし

君のお野菜畑」の

宣伝写真。

一緒に写るのは当

時1才だった孫の

大翔(やまと) くん。

http://www.pgshioigawa.jp/

▲喫茶スペースでゆったりティータイム！

もちろんテイクアウトも可能。

編集後記


